
KwJournal of the Meteorological Society of Japan, Vol. 96, No. 2, pp. 161-178, 2018 

DOI:10.2151/jmsj.2018-022 

 

５km 地域気候アンサンブル実験によって計算された西日本から東北日本おける

強い降雪発生時の総観場の特徴 

 

川瀬宏明・佐々井崇博・山崎 剛・伊東瑠衣・大楽浩司・杉本志織・ 

佐々木秀孝・村田昭彦・野坂真也 

 

要旨 

  

強い降雪の詳細な地域分布は、特に太平洋側などで積雪の観測点が限られていること、

過去の強い降雪事例が少ないことからよく分かっていない。本研究では、５km格子間隔の

高解像度地域気候アンサンブル実験の結果を解析することで、現在気候下で西日本から東

北日本において強い降雪をもたらす気象場の特徴を明らかにする。地域気候モデルの側面

境界値には、気象庁 55 年長期再解析（JRA-55）と地球温暖化対策に資するアンサンブル

気候予測データベース（d4PDF）の過去実験 10 メンバーを用いた。d4PDF を用いた力学

的ダウンスケーリング（d4PDF-DS）は、JRA-55を用いたダウンスケーリング（JRA55-DS）

に比べ、より強い降雪が評価可能となる。 

強い降雪は日本海側では寒気吹き出し時に発生し、太平洋側では南岸低気圧の通過時に

強い降雪が発生していた。JRA55-DSと d4PDF-DSの比較から、首都圏においてはさらに

発達した温帯低気圧と寒気のせき止め（cold air damming）の強化によって、より強い降

雪が発生しうることが示された。強い降雪の地域分布は、降雪をもたらす２つの典型的な

総観場（寒気の吹き出しと温帯低気圧）の間で異なる。地域分布の違いは通常の降雪時よ

りも強い降雪時に明瞭に現れた。強い降雪は太平洋側では１月や２月、日本海側では 12月

や１月、標高の高い山岳地域では 11月や３月に発生頻度が高かった。降雪が発生しうる状

況では０℃付近で飽和水蒸気圧が最も高くなるが、強い降雪が０℃よりかなり低い状況で

発生していた山岳域においては、晩秋から冬季の総観場が強い降雪の発生に深く関連して

いるといえる。 


